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( E~ 約}高齢期における健康で生きがし sのある鰭嫌捻
進生活の成立を規定している袋凶を究明するために，

構造方程式モデリングを適治して， r向{齢者における務

機能が生活機能iこ及ぼす影響について，要泌総のftJ楽
関係を検絞することを目的とした. [方法}対象;ム
茨城県大洋村の60議以上;夜宅高齢者であった分析に
よ持いた襟:本数は努性30名，女惣:59名， 計約名であり，
平均年齢は努t~t1J{68.7綾，女性が67.2i議，全体で67.7
裁であった.務機能は筋量，筋力，筋パワーの 3~ru設
から構成した.筋量を綴j設のiWl7ri現段は大媛筋，大JlilJ郎
総務.{ij1筋の務横断im殺であった.筋力奈良域は股関節
!諮i弘膝関節および肘関節の}退出!および伸燥の筋トル
ク.務パワ…領土設は定パワー.歩パワー，アームパワー，

レッグパワ…であった.務機能から生活機能への介:{;E

姿滋として体力鋲域を構成ふ文部科学者新体力テス

ト (65畿一79綾)6項目および質問紙体力テスト(:1 
件法.20項目)を用いて測定した.生活機能は日常生
活動作(ADL) テスト (4件法， 16項目j をJl1~ ¥て測
定した.統計解析の手続きは. 1)笈関紙涜8の天井
効巣およびフロアー効果的徐し，項践のlF続性を務保
し. 2) 質問紙項践の総務H支をクロンパ今ツクの α係数
により算出し. 3)探索的協子分析→検説的E母子分析
→ニ次怠!子分析を縫て簿成概念妥当性を検討し， 4) 
多添;指擦モヂルによる紡機能→体力→生活機能向にお

ける悶泉・携迭モデルを検証した.パラメータ推定には

最尤法，モデル適合度指擦にはRMSEA.GFl， AGFI. 
CI司、民FI‘AICなど，モデル修正に法修正指数， CR 

(critical ratio‘5%水準)を別いた. [結果と考察}筋
鐙，筋トルク，筋パワー，日常生活動作間の多震指様
モデjレは，良好な適合疫を示した.鍛j毅→筋トルク，

筋トルク→務ノ~.r) -，筋パワー→体力，体力→日常生
活動作に省窓に高いパス係数が得られた (p<.05). 
高齢者では筋機能が体力を介復して生活機能に大きく

影響していることが検証された.これらの総巣から，

高齢者における筋機能から生活機能への影響を示す以
下のようなぽ果関係が検絞された. 1)務:援(筋;折邸

機).筋力(筋トルク).殻jパワーは，それぞれ体力に
影響を及ぼす. 2)筋量そ(務鋭部穣).筋力(筋トルク人
形jパワーは，それぞれ日常生活動作 (ADL)に影響を
及ぼす. :3)筋議(筋街頭畿〉→筋力(筋!、 jレク)→
筋パワ…→体力→日常生活動作(l¥DL)の!携には，

速の悶築構造がみられる.

Key ¥ベiord
体カ， ADL. 構造方程式モデリング


